
第１０回“夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

 

（感想文は、原文のまま掲載しております。） 

  

『夢』いっぱい賞（最優秀賞） 

大東小学校 溝上 蓮（みぞがみ れん） 

 

おまえたち、くっちゃうぞ～ 

みぞがみ れん 

ぼくはすいぞくかんでわにがめをみたことがあるけど、したがみみずみたいになっている

なんてしらなくてびっくりしました。 

ぼくはつりにいったことがあるけどつれないときにじっとまつのがつかれます。でもアル

はおおきなさかながくるまでじっとまっていてすごいなとおもいました。 

アルはあさごはんをたべていなくておなかがすいているとおもうけどベティばあちゃんの

ことをたべずにやさしいなとおもいました。 

ベティばあちゃんがほんもののみみずをたべようとしたときアルがたすけてかっこよかっ

たです。 

さいごさかなたちがみみずをたくさんたべられてアルもともだちにおもしろいはなしをし

ていていいなとおもいました。でも、つぎはアルもおなかいっぱいごはんをたべてほしいな

とおもいました。 



 『夢』どきどき賞（優秀賞）      亀川小学校  田中 涼愛（たなか すずな）  

 

 

『夢』どきどき賞（優秀賞）  亀川小学校  宮本 涼花 （みやもと すずか） 

 

   ひとをはげますこと 

たなか すずな  

わたしは、たんぽぽをみつけるとわくわくします。このほんのひょうしをみて、みんながしあせそ

うにしていたので、よむことがわくわくしました。 

わたげのたねこちゃんが、あたらしいはなをさかせるためのおはなしです。さいしょはしんぱいば

かりしていたので、とぶのはいやでした。でも、とんでいったさきで、やさしいひとにであい、まえ

むきになりました。 

わたしのまわりには、たねこちゃんほど、うしろむきことばのこは、いないです。あたらしいひと

にであってみれば、きづいていなかったつよさにきづけるときもあるとおもいました。ぎんごけのお

じいさんのように、はげますことばのちからが、すごいひとになりたいです。なぜなら、わたしがこ

けたときにはげましてくれたひとがいて、もういちどやってみようとおもえたからです。 

  「どうぶつのわかっていることわかっていないこと」をよんでかんがえた 

みやもと すずか 

わたしは、どうぶつがだいすきです。だから、このほんをわくわくしながらよみました。 

とくに、わたしがきになったのは、「せかいにはわかっていないことがたくさん」のところ

です。なまけもののせなかからでるおれんじいろのあぶらがなんなのかわかっていないんだ

ね。わたしは、３つかんがえました。 

ひとつめは、あぶらがいいにおいで、おともだちをよぶんじゃないかな。そして、おともだ

ちがふえるんじゃないかなとおもいました。 

ふたつめは、すごくたべたいえさがあつまってくるんじゃないかなとおもいました。だから

えさをとりにいかなくて、おなかいっぱいになって、なまけていられるよ。 

みっつめは、なまけものがおれんじいろがすきなんじゃないかなとかんがえました。わたし

だったら、むらさきいろがでてきてほしいな。むらさきいろのあぶらをゆびでとって、いしに

えをかきたいな。ぶどうとなすびとかいじゅうをかくよ。なまけものもおれんじいろのあぶら

でえをかいているかもしれないな。 

かんがえるのは、とてもたのしいです。つぎは、いるかは、なんでひだりのひれでなかまを

なでるのかかんがえたいです。 



『夢』きらきら賞（奨励賞）    日方小学校  松本 珠璃 （まつもと じゅり） 

 

 

『夢』きらきら賞（奨励賞）     亀川小学校  前山 季璃（まえやま きり） 

 

   ふしぎなかさやさんをよんで 

まえやま きり 

わたしはレミみたいに、あめのひがきらいです。がっこうへいくときとかえるときにあめがふっ

てきたら、かさをさしてもランドセルなどがぬれるからです。そとあそびもできません。でも、ふ

しぎなかさやさんみたいにくろねこがてんいんで、いろいろなかさをひらくと、そのせかいをみれ

るのはとてもたのしそうだなとおもいました。あめのわるぐちをいったら、くろねこがへそをまげ

てあらしをおこすのはこわいけれど、レミがおじさんといっしょにねこのいたずらをとめられてよ

かったです。さいごににじをみて、レミがしあわせなきもちになりました。 

こんどあめがふったら、わたしのむらさきいろとねこがらのかさをひらいて、おはなばたけでね

こがあそんでいるところをみてみたいとおもいます。そしてにじがみれたらラッキーです。あめの

ひがすきになるかもしれません。 

  ふしぎなかさやさんをよんで 

まつもと じゅり 

なぜこのほんをえらんだかというと、おもしろそうだとおもったからです。このほんにでてくる

レミというおとこのこは、あめがきらいです。なぜかというとあめがふったらそとにあそびにいけ

なくなるからです。わたしもあめがふってきたらそとにでれなくて、くやしいからです。 

おはなしにでてくるくろねこは、レミにいじわるをします。あめのわるぐちをいったからだとわ

たしはおもいました。きっとくろねこは、あめがすきだからとおもいます。わたしもすきなぷうる

のわるぐちをいわれたらいやなきもちになります。 

でも、くろねこのかいぬしのおじさんはおしえてくれました。あめは、まちをうるおし、うみへ

ながれ、やがてくもとなって、ふたたびまちをうるおす。すべてのいのちのもとなんだよ。あめが

ふってそとにあそびにいけなくなるのは、いやだけどこのあめがだれかのいのちのもとになること

は、いいことだとおもいました。 

レミはおかあさんにつぶつぶのにじいろのかさをかってもらいました。そして、レミはこのかさ

をさすときに、おじさんつぎはどこにいくのかなぁとおもいました。わたしも、かさをさしたらく

ろねこのことをおもいだします。 



 

『夢』きらきら賞（奨励賞）  黒江小学校  岡 環太（おか かんた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 どうぶつのわかっていること・わかっていないこと 

おか かんた 

ぼくは、ボノボとチンパンジーのはなしがきになりました。なぜかというとぼくはさるどしだか

らです。チンパンジーとボノボはみためがそっくりなのに、せいかくがぜんぜんちがうのは、なん

でかわかっていないそうです。 

チンパンジーは、たべものをとるとき、けんかをする。ボノボはけんかをせずにはんぶんこして

たべる。それは、いいたべかただとおもいます。 

ぼくもおもちゃをいとこにとられて、けんかをします。けんかをしたら、すっごいいやなきもち

になります。まけたらかなしいし、ひと 

りぼっちになったらさみしいです。 

けんかもだいじやとおもいます。けど、ぼくは、ボノボみたいに 

やさしいせいかくになりたいとおもいます。 


